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研究成果の概要（和文）：本研究では、うま味感受性と骨格筋量減少の関連を明らかにすることを目的として、
若年女性を対象に調査を行った。その結果、骨格筋量が少ない者が4割以上存在したがうま味感受性との関連は
確認できなかった。いっぽう、体脂肪率でうま味感受性との関連が示唆された。培養細胞を使用した実験から、
骨格筋の分化にうま味物質のイノシン酸が関与することが確認された。今後は高齢者を対象に、骨格筋と体脂肪
の両面でうま味感受性との関連を検証する。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted a survey among young women to clarify the 
relationship between umami sensitivity and skeletal muscle mass loss. Results showed that more than 
40% of patients had low skeletal muscle mass, but no association was observed with umami 
sensitivity. On the other hand, body fat percentage was suggested to be associated with umami 
sensitivity. Inosinic acid, which is representative inducer of Umami sensation, strongly induced 
myoblast differentiation in C2C12, murine myoblast cells. In the future, we will examine the 
relationship of umami sensitivity with both skeletal muscle and body fat in the elderly.

研究分野：口腔保健学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
低栄養の要因である味覚感受性障害を骨格筋量減少との直接の関連から検討する研究は他にない。ヒトの現象で
うま味感受性が骨格筋の代謝に影響することが明らかになれば、新たなフレイル予防の試みに繋がる可能性があ
る。本研究では、若年層における骨格筋減少という新たな問題を明らかにしたが、うま味感受性との関連は確認
できなかった。うま味感受性の体組成への影響は各年代の健康課題に資することから引き続き調査を行う。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 健康寿命を短縮させるフレイル（身体の虚弱状態）は、軽微な摂食嚥下障害や身体活動の低下
を示すことから、関連する筋肉の衰弱と捉えることができる。うま味は Gタンパク質共役型受容
体 Tas1r1 と Tas1r3 の 2量体からなるうま味受容体で受容され、うま味味覚障害が起こると“や
せ”を伴うことが知られる。申請者らはうま味受容体が口腔粘膜の味蕾以外で骨格筋に強く発現
することに着目し、基礎実験的研究から骨格筋細胞局所に発現するうま味受容体は正常な骨格
筋代謝に不可欠である可能性を見出した。そこで、ヒトのうま味感受性障害に認められる“やせ”
とは骨格筋量の減少を示しているのではないかと考えた。高齢者のフレイルサイクル 1)の中核で
ある骨格筋量減少について、味覚感受性障害が直接影響する可能性について検討する社会的意
義から本研究の発想に至った。 
 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、フレイルサイクルにおける骨格筋の衰弱（サルコペニア）の予防法・治療法の確
立を見据えて、うま味感受性と骨格筋量の関連を明らかにし、骨格筋局所に発現するうま味受容
体の骨格筋代謝における役割を検討する事を目的とした。 
 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では(1)ヒトでの現象についてうま味感受性と骨格筋量の相関を調べ、(2)骨格筋培養
細胞を用いてうま味物質の骨格筋分化に対する効果を検討した。以上からうま味感受性と骨格
筋代謝の関連を明らかにし、うま味刺激による骨格筋衰弱の予防・治療法確立のための分子基盤
形成を行った。 
 (1)ヒトの調査 
2019 年度は若年女性 103 名（20.5±1.4 歳）を対象に、体組成計測およびうま味感受性検査等
を行った。体組成計測は、体成分分析装置 InBody470Ⓡ（株式会社インボディ・ジャパン，東京）
を用いた。うま味感受性検査は、L-グルタミン酸ナトリウム水溶液（MSG： Monosodium glutamate）
による濾紙ディスク 6段階上昇法（1，5，10，50，100，200 mM）で行い、濃度の低い順に 1～6
の番号を付してデータとした。2021 年度は若年女性 93 名（19.9±1.3 歳）を対象に、体組成計
測、うま味感受性検査および食事摂取状況調査（BDHQ：Brief-type self-administered Diet 
History Questionnaire）等を行った。うま味感受性検査は、感染リスク軽減のため吐き戻しを
行わない全口腔法を考案し、検査試薬各濃度 1ml 入りディスポーザブルシリンジにより行った。
うま味検査試薬は MSG の 0.048、0.097、0.195、0.391、0.781、1.563、3.125、6.25、12.5、25、
50、100、200ｍMとした。骨格筋との関連においては骨格筋指数（SMI：Skeletal muscle mass 
index）により検討した。 
 (2)培養細胞を用いた実験 
 マウス筋芽細胞株 C2C12 細胞を用いた。筋分化に対するうま味物質となり得るさまざまなア
ミノ酸や核酸の効果を評価した。筋分化は 2%ウマ血清を含む培養液で 5 日間培養した。Myosin 
Heavy Chain に対する抗体を用いた細胞免疫染色で評価した。イノシン酸は水に溶解し培養液に
添加した。対照群には添加したイノシン酸水溶液と同量の水を加えた。 
 
 
４．研究成果 
 (1)ヒトの現象 
 2019 年調査の若年女性では、体型を BMI と体脂肪率に基づき体型 5分類から検討した。BMI に
よる肥満判定基準（日本肥満学会 2016）と体脂肪率による先行研究 2)を参考に以下のように定
義した。体脂肪率が 25.0％未満で BMI が 18.5 kg/m2未満を「痩せ」、18.5-24.9 kg/m2を「標準」、 
BMI が 25.0 kg/m2以上で体脂肪率が 30.0%以上を「肥満」、BMI が 25.0 kg/m2未満で体脂肪率が
25.0-29.9%を「痩せ/正常体重肥満傾向」、BMI が 18.5-24.9kg/m2で体脂肪率が 30.0%以上を「正
常体重肥満」とした。本対象は、「痩せ」11.7％、「標準」17.5％、「痩せ/正常体重肥満傾向」40.8％、
「正常体重肥満」24.3％、「肥満」5.8％であった。骨格筋量について，アジアワーキンググルー
プ（Asian Working Group for Sarcopenia：AWGS）によるサルコペニア診断基準の女性の基準値
SMI5.7kg/m2未満について検討したところ、「痩せ/正常体重肥満傾向」の 42.9％、「正常体重肥
満」の 36.0％が該当しており、若年女性には、体脂肪率と骨格筋量の両側面に問題が潜在して
いると考えられた。うま味感受性と体組成の関連では、弱い正の相関があった体脂肪率について、
三分位の「低体脂肪率群（22.4±1.8％,26 名）」と「高体脂肪率群（35.1±3.9％,26 名）」で検
討したところ、低い濃度番号でうま味を認識した「高体脂肪率群」で有意に感受性が高かった（図
１）。本調査では、体脂肪が多い者はうま味感受性が高いことが示唆された。 



 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2021 年調査の若年女性では、「低体重：BMI＜18.5 kg/m2」は 19.4%（18 名）、「普通体重：18.5 
kg/m2≦BMI＜25 kg/m2」は 77.4%（72 名）、「肥満：25 kg/m2≦BMI」は 3.2%（3 名）であった。
うま味感受性と体組成各項目との相関はなかった。本対象者ではサルコペニアの診断基準であ
る SMI5.7kg/m2の者が 44.1％あったことから、SMI 三分位における SMI 低値群（31 名）と SMI 高
値群（31 名）の 2 群間で検討したが、うま味感受性については有意差が認められず、骨格筋量
との関連を確認できなかった。食事摂取状況では、たんぱく質と n-3 系脂肪酸の摂取量が SMI 低
値群で有意に少なく、炭水化物摂取量が多かった。食品では、たまご、大豆製品、とうふ・油揚
げ、納豆の摂取量が SMI 低値群で有意に少なく、主食、めしが多かった。 
 以上のことから本研究におけるヒトの現象では、うま味感受性と骨格筋との関連性は認めら
れなかった。すなわち、フレイルサイクルにおける、うま味感受性障害から骨格筋量の変化への
直接のベクトル仮説は検証できなかった。その一因に、味覚感受性・体組成共に正常者が多い健
康な若年女性が対象であったことが考えられる。フレイルおよびサルコペニアの予備群に資す
る事を鑑み、味覚感受性や体組成の変化が生じる年齢層を対象に継続して調査を継続する。加え
て、本研究で体脂肪率との関連が示唆されたことを踏まえ、骨格筋と体脂肪の両方から検討する。
いっぽう、各ライフステージにおける健康維持の観点から、若年層の骨格筋量と体脂肪率に関す
る課題を提示できた事は本研究の副次的成果であった。若年層では、身体機能の基質的変化では
なく心理的要因など別の視点での検討が適していると考えた。 
 
 (2)培養細胞を用いた実験 
 イノシン酸の添加により劇的に Myosin Heavy Chain 陽性筋管細胞数が増加した（図２）。すな
わちイノシン酸は筋分化を促進した。 
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